
学校法人米子自動車学校 http://www.yojiga.net/

　鳥取県西部地区で、普通車から大
型特殊、けん引車まで、さまざまな車種
の教習が可能な唯一の総合自動車学
校として知られる学校法人米子自動車
学校（以下、米子自動車学校）。免許
教習以外にも、子どもから高齢者に向
けた幅広い講習を実施して、地域に密
着した交通安全教育センターとしての
役割を果たしているほか、職場での女
性活用も積極的に推進し、鳥取県男女
共同参画推進企業としての認定を受け
ています。

　同校では従来、教習生一人ひとりに
IDカード（磁気リライトカード）を発行し、
受付時の教習原簿の受け渡しや、予約
した技能教習を受講するための配車券
発行時の本人認証に使っていました。

　「IDカードシステムで課題となってい
たのが、読み取り・書き込み速度の遅さ
と忘失・紛失のリスクでした。特に大学
生など夏休みに入る8月から9月、高校
生などが卒業前の免許取得をめざして
集まる2月から3月の繁忙期などは、受
付時に長蛇の列が発生してご迷惑を
かけていたほか、カードを忘れたり紛失
するケースも少なくなく、本人確認や再
発行に手間と時間がかかっていたので
す」と語るのは、校長の隂山 昭夫氏。ま
た教習生だけでなく、指導員や職員が
利用する教習システムの活用に関して
も、いくつかの課題があったと指摘する
のは教務部長の渡部 昇氏です。
　「自動車学校の教習システムは、教習
生のみなさまの膨大な個人情報を管理
しています。これまでもシステムを使う指
導員や職員は、IDとパスワードで本人
認証をして業務を行っていましたが、い
つ誰がどのような情報にアクセスしたか
の履歴までは取っていませんでした。そ
のため、この部分のセキュリティも強化
できないかと常々考えていたのです」と
渡部氏は語ります。

　こうした課題の解決に向けて、指静

脈認証システムを適用した新たな仕組
みを提案したのが、自動車教習所シス
テムを専門に手がけている株式会社
ノイマン（以下、ノイマン）です。同社は
米子自動車学校からのヒアリングをもと
に、物理的なカードを使わない新システ
ムの開発に着手。数ある生体認証の仕
組みの中から日立の指静脈認証システ
ムを選定しました。
　「以前から教習用機器でおつきあい
のあった日立さんに相談したところ、多く
の実績がある指静脈認証システムを
紹介していただきました。実機を借りて
システム評価をしたところ、認証スピード
が速くて正確なことがわかりました。さら
に一番の決め手は、教習生はこれまで
のようにIDカードや携帯電話など本人
認証できるものを持参しなくても、教習所
の受付を行うことができるようになること
です。これはセキュリティとサービス向上
を同時にねらえると判断し、当社の既存
システムと組み合わせた新システムを
提案したのです」と語るのは、ノイマンの
教習所システム事業本部 本部長代理
の砂田 直哉氏です。
　日立の指静脈認証システムは、生体
内部の情報を利用するため、偽造のリ
スクが少ないこと、肌表面の状態（水分

や乾燥など）の影響を受けにくく、高精
度の認証をスピーディに実行できること
などから、銀行ATMや入退室管理、
PCアクセスなど幅広い分野で、数多く
の導入実績があります。ノイマンが開発
した新システムは、教習生が自分の名
前の頭文字をタッチパネルで選択した
後、装置に指を置くだけで厳格な本人
認証のもと、受付処理や配車券発行が
迅速に行えます。

　「従来のIDカードは読み取り・書き込
みに7～10秒かかっていましたが、指静
脈なら認証速度はわずか数秒ほど。教
習生が送迎バスで一度に到着しても、
教習生用の5台の指静脈認証装置で、
よどみなく受付処理が進んでいくことに
驚きました。本校はピーク時で600人ほ
どの教習生が在籍しますが、行列がで
きる不安がなくなりました。指静脈情報
の登録も、入校時の原簿作成や視力検

査の流れの中で行う
ため、作業にそれほど
時間はかかりません。
教習生は手ぶらで登
校できるので安心感
や利便性が向上しま
したし、職員もIDカー
ド発行や忘失・紛失
時の業務負担がなくなり、本当に大助
かりです」と渡部氏は笑顔を見せます。
　また、機械的な稼働部分が多いため
定期的なメンテナンスを必要とする磁気
カードリーダーライターに比べ、指静脈
認証装置は故障率が少なく安価なこと
から、IDカード発行も含めたランニング
コストの大幅な低減につながると期待さ
れています。
　「指導員や職員用の教習システムを
操作するPC 19台にも、1台ずつ指静
脈認証装置を配備しました。指導員は
技能教習の合間に限られた短い時間
で予約確認や入力作業を行う必要が
ありますが、指静脈認証により、スピー
ディにログインできるようになりました。ま
た、操作ログが取られていることもあり、
指導員や職員も個人情報の取り扱いに
対する意識向上につながっています」と
砂田氏は評価します。

　「検討を始めたころは“教習生が指

紋を採られているように感じるのではな
いか”と、導入に慎重な意見もありまし
たが、理事長である柳谷 由里氏の『お
客さまサービスやセキュリティの向上に
つながる仕組みは率先して入れるべき』
という鶴の一声で、全国初※となる指静
脈認証 自動車教習所システムの導入
が実現しました。結果として、教習生の
どなたからも否定的な意見はなく、逆に
そのスピードと利便性を高く評価してい
ただいています」と渡部氏は語ります。
　ノイマンの砂田氏も「米子自動車学
校さんの実績をふまえ、すでに岩手と京
都、2校のお客さんにも同じシステムを導
入していただきました。今後も日立さんと
協力しながら、さらなる機能強化や勤怠
管理システムなどへの横展開を進めて
いきたいですね」と期待を寄せます。
　これからも日立は、セキュリティ性と汎
用性の高い指静脈認証技術を広める
ため、幅広い業界・業種に向けた積極
的なシステム展開を進めていきます。

認証速度と正確性で
日立の指静脈認証システムを選定

同校での実績をベースに
全国に展開

カードの読み取り・書き込み速度の
遅さと忘失・紛失リスクが課題に
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教習生の受付や配車に利用し
ていたIDカードは読み取り
速度が遅いため行列ができ、
本人確認に時間と手間がか
かっていた

解
決

指静脈認証システム導入で従
来の課題が解決。教習生だけ
でなく指導員の教習システム
ログインにも適用し、利便性に
加えてセキュリティも向上

効
果

IDカードシステムのランニン
グコスト低減とともに、教習生
の個人情報管理体制が一段と
強化され、職員のセキュリティ
意識も向上した

利便性とセキュリティを両立する
指静脈認証 自動車教習所システム

※ 2014年12月1日現在。日立調べ

お問い合わせ先

（株）日立製作所 サービスプロデュース統括本部
http://www.hitachi.co.jp/veinid-inq/

■ 情報提供サイト
　 http://www.hitachi.co.jp/veinid/
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鳥取県米子市旗ヶ崎2-15-1
1955年8月11日
男43名　女17名（計60名）（2014年11月1日現在）
鳥取県公安委員会指定自動車学校（普通車・中型車・大型車・普通
二輪・大型二輪・普通二種・中型二種・大型二種・大型特殊・けん引
車）、交通安全講習（学校・企業・ペーパードライバー・初心運転者講
習・取消処分者講習・高齢者講習、障がい者教習など）鳥取労働局長
登録教習機関（フォークリフト運転技能講習・車両系建設機械運転技
能講習（整地）・小型移動式クレーン運転技能講習・玉かけ技能講習）
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指静脈認証 自動車教習所システムの利用風景

米子自動車学校に導入されたシステム
（上：教習原簿の取り出し、下：技能教習の配車予約）

学校法人
米子自動車学校 
校長
隂山 昭夫 氏

株式会社ノイマン 
教習所システム事業本部 
本部長代理 
砂田 直哉 氏

学校法人
米子自動車学校
教務部長
渡部 昇 氏

東京都港区芝5-33-7 徳栄本館ビル8階
1984年9月27日
1億4,500万円
30名（2014年12月1日現在）
交通安全教育機器及び機材の研究・開発・販
売、自動車教習所向け各種省力機器およびソ
フトウェアの開発・販売、コンピュータソフトウェ
アの開発・販売など
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　鳥取県西部地区で、普通車から大
型特殊、けん引車まで、さまざまな車種
の教習が可能な唯一の総合自動車学
校として知られる学校法人米子自動車
学校（以下、米子自動車学校）。免許
教習以外にも、子どもから高齢者に向
けた幅広い講習を実施して、地域に密
着した交通安全教育センターとしての
役割を果たしているほか、職場での女
性活用も積極的に推進し、鳥取県男女
共同参画推進企業としての認定を受け
ています。

　同校では従来、教習生一人ひとりに
IDカード（磁気リライトカード）を発行し、
受付時の教習原簿の受け渡しや、予約
した技能教習を受講するための配車券
発行時の本人認証に使っていました。

　「IDカードシステムで課題となってい
たのが、読み取り・書き込み速度の遅さ
と忘失・紛失のリスクでした。特に大学
生など夏休みに入る8月から9月、高校
生などが卒業前の免許取得をめざして
集まる2月から3月の繁忙期などは、受
付時に長蛇の列が発生してご迷惑を
かけていたほか、カードを忘れたり紛失
するケースも少なくなく、本人確認や再
発行に手間と時間がかかっていたので
す」と語るのは、校長の隂山 昭夫氏。ま
た教習生だけでなく、指導員や職員が
利用する教習システムの活用に関して
も、いくつかの課題があったと指摘する
のは教務部長の渡部 昇氏です。
　「自動車学校の教習システムは、教習
生のみなさまの膨大な個人情報を管理
しています。これまでもシステムを使う指
導員や職員は、IDとパスワードで本人
認証をして業務を行っていましたが、い
つ誰がどのような情報にアクセスしたか
の履歴までは取っていませんでした。そ
のため、この部分のセキュリティも強化
できないかと常々考えていたのです」と
渡部氏は語ります。

　こうした課題の解決に向けて、指静

脈認証システムを適用した新たな仕組
みを提案したのが、自動車教習所シス
テムを専門に手がけている株式会社
ノイマン（以下、ノイマン）です。同社は
米子自動車学校からのヒアリングをもと
に、物理的なカードを使わない新システ
ムの開発に着手。数ある生体認証の仕
組みの中から日立の指静脈認証システ
ムを選定しました。
　「以前から教習用機器でおつきあい
のあった日立さんに相談したところ、多く
の実績がある指静脈認証システムを
紹介していただきました。実機を借りて
システム評価をしたところ、認証スピード
が速くて正確なことがわかりました。さら
に一番の決め手は、教習生はこれまで
のようにIDカードや携帯電話など本人
認証できるものを持参しなくても、教習所
の受付を行うことができるようになること
です。これはセキュリティとサービス向上
を同時にねらえると判断し、当社の既存
システムと組み合わせた新システムを
提案したのです」と語るのは、ノイマンの
教習所システム事業本部 本部長代理
の砂田 直哉氏です。
　日立の指静脈認証システムは、生体
内部の情報を利用するため、偽造のリ
スクが少ないこと、肌表面の状態（水分

や乾燥など）の影響を受けにくく、高精
度の認証をスピーディに実行できること
などから、銀行ATMや入退室管理、
PCアクセスなど幅広い分野で、数多く
の導入実績があります。ノイマンが開発
した新システムは、教習生が自分の名
前の頭文字をタッチパネルで選択した
後、装置に指を置くだけで厳格な本人
認証のもと、受付処理や配車券発行が
迅速に行えます。

　「従来のIDカードは読み取り・書き込
みに7～10秒かかっていましたが、指静
脈なら認証速度はわずか数秒ほど。教
習生が送迎バスで一度に到着しても、
教習生用の5台の指静脈認証装置で、
よどみなく受付処理が進んでいくことに
驚きました。本校はピーク時で600人ほ
どの教習生が在籍しますが、行列がで
きる不安がなくなりました。指静脈情報
の登録も、入校時の原簿作成や視力検

査の流れの中で行う
ため、作業にそれほど
時間はかかりません。
教習生は手ぶらで登
校できるので安心感
や利便性が向上しま
したし、職員もIDカー
ド発行や忘失・紛失
時の業務負担がなくなり、本当に大助
かりです」と渡部氏は笑顔を見せます。
　また、機械的な稼働部分が多いため
定期的なメンテナンスを必要とする磁気
カードリーダーライターに比べ、指静脈
認証装置は故障率が少なく安価なこと
から、IDカード発行も含めたランニング
コストの大幅な低減につながると期待さ
れています。
　「指導員や職員用の教習システムを
操作するPC 19台にも、1台ずつ指静
脈認証装置を配備しました。指導員は
技能教習の合間に限られた短い時間
で予約確認や入力作業を行う必要が
ありますが、指静脈認証により、スピー
ディにログインできるようになりました。ま
た、操作ログが取られていることもあり、
指導員や職員も個人情報の取り扱いに
対する意識向上につながっています」と
砂田氏は評価します。

　「検討を始めたころは“教習生が指

紋を採られているように感じるのではな
いか”と、導入に慎重な意見もありまし
たが、理事長である柳谷 由里氏の『お
客さまサービスやセキュリティの向上に
つながる仕組みは率先して入れるべき』
という鶴の一声で、全国初※となる指静
脈認証 自動車教習所システムの導入
が実現しました。結果として、教習生の
どなたからも否定的な意見はなく、逆に
そのスピードと利便性を高く評価してい
ただいています」と渡部氏は語ります。
　ノイマンの砂田氏も「米子自動車学
校さんの実績をふまえ、すでに岩手と京
都、2校のお客さんにも同じシステムを導
入していただきました。今後も日立さんと
協力しながら、さらなる機能強化や勤怠
管理システムなどへの横展開を進めて
いきたいですね」と期待を寄せます。
　これからも日立は、セキュリティ性と汎
用性の高い指静脈認証技術を広める
ため、幅広い業界・業種に向けた積極
的なシステム展開を進めていきます。
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1億4,500万円
30名（2014年12月1日現在）
交通安全教育機器及び機材の研究・開発・販
売、自動車教習所向け各種省力機器およびソ
フトウェアの開発・販売、コンピュータソフトウェ
アの開発・販売など

株式会社ノイマン
本 社
創 立
資 本 金
従 業員数
事 業 内 容

http://www.neumann.jp/

配車券待ちの行列を解消、
個人情報を取り扱う指導員の意識も向上
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